
 北方町政策審議会 グループ協議 会議要旨 

 

グループ名 グループ３ 出席委員数 ５名 

日 時 平成２３年９月１０日（土）１３時３０分～１５時３０分 

場 所 役場３階 第２会議室 

「欠席 三浦さん」 

 

【協議事項】（テーマ等） 

【しみんてい視察について】 

 ・しみんていでの視察を踏まえて啓文社でも参考になったことを始めよう

と考えている。 

 ・非常にいい活動をしている。自分の所属する団体でも視察に行ってはど

うかという意見が出ている。 

 ・犬山の方法が北方で根付いてできるかどうかは疑問である。 

 ・活動拠点も城下町の街並みにマッチしている。 

 ・活動に精通している方が所属していることはいいことである。 

 ・北方にも精通した人が必要である。NPOを立ち上げるためのバックアップ

体制が必要である。 

 ・ボランティアをつづける人、育成する人が必要である。 

 ・夢まちクラブがボランティア活動を始めた。啓文社でカフェを始めて、

１杯１００円で提供している。 

 ・夢まちクラブの活動に参加しているが、自分がボランティア活動を行っ

ているかといわれると不明である。 

 ・ボランティアに興味を持っていただかなければならない。どうすれば興

味を持ってもらえるか考えなければいけない。 

【健康増進について】 

 ・総合体育館の使用料は非常にリーズナブルであるが、人数が集まらない

と空いていても使用できない。使い勝手が悪い。なんとかならないか。 

 ・総合体育館を利用することは使用料を徴収することができるのでもっと

柔軟に対応していただきたい。 

 ・総合体育館は、１時間ごとに退室しなければならない。２時間連続で使

用できないのはなぜか。 

 ・女子スポーツの参加人数が減少している。なんとか対策を立てられない

ものか。 

 ・自治会を超えて出場チームを編成できないか。 

 ・大会の運営方法を変えてみてはどうか。初級・中級・上級コースなどに

分けてみてはどうか。 

 ・子ども向けのスポーツ教室のような、大人向けのスポーツ教室を開催し

てはどうか。 

 ・スポーツとしてとらえるのではなく健康増進ととらえてはどうか。 



【医療費について】 

 ・子どもが多い町は活気があるので将来プラスになると思う。そのための

投資と考えてはどうか。 

 ・子どもを産みやすい環境を整備する必要がある。 

 ・高級車に乗っているひとに子ども手当などが本当に必要なのか。 

 ・子どもの健康管理は親の責任である。何もかも無料にしてしまうのはい

かがなものか。 

 ・所得制限を設けるのも一つの手ではあるが、金額を決めるのは非常に難

しい。 

  

次回協議事項（１０月８日（土）） 

・活気のある町づくり 

・公園・遊園の使い方 

・予算の使い方→費用対効果 

       →使っていない設備・施設を廃止して別の予算に回しては？ 

☆準備資料（９月３日分） 

 ・公園・遊園の利用基準 

 ・各施設のランニングコスト 

※発言順にこだわらず対応する意見については、まとめて下さい。 

 発言者名は未記入でお願いします。 


